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2019 年 5 月 30 日（木）当院にて 2019 年度第１回目の精神科医療地域連携会議が開催されました。区

西南部（世田谷・目黒・渋谷）の行政・医療機関のご担当者様をお招きし、精神疾患に関する地域連携体

制の整備を目的とした情報交換会を行いました。 

当院からは、区西南部の精神科医療機関の情報をリスト化し、WEB 上で共有するためのツールを作成

中である旨を報告しました。「セイナン(西南) こころの医療機関マップ（仮称）」※と題して、今年度中

の運用開始を予定しております。公開情報はどなたでも閲覧可能ですので、機会がありましたら是非一度

ご覧ください。 

参加者の皆様からは、互いの機関が抱える課題やニーズの報告があり、現場レベルの情報交換が行えま

した。特に、児童思春期患者さんの入院先や、身体合併症をお持ちの精神科患者さんの転院に困難が生じ

ている印象であり、改めてニーズと課題が把握できました。世田谷区のご担当者様からは、今年度より未

治療・治療困難者を対象としたアウトリーチ活動を強化している報告がありました。アウトリーチ後の受

け手となる可能性が高い

当院としては、改めてそ

の役割を認識する好機と

なりました。 

国は「精神障害にも対

応した地域包括ケアシス

テム」と題し、重篤な精

神疾患を持つ方でも、安

心して医療福祉サービス

を受けられる体制の構築

を目指しています。ニー

ズに即した治療や支援を

行うために、関係機関の

皆様と有機的な連携を継

続できれば幸いです。今

後とも、何卒宜しくお願

い申し上げます。  
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6 月 1 日（土）、作業療法室において今年度第 1 回シニアオレンジカフェが開催されました。認知症カ

フェは、認知症の方やその家族、医療に携わる各専門職や地域住民が集う場として提供され、お互いに交

流を深めたり、情報交換を行ったりすることを目的として近年急増しております。厚生労働省により『認

知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）』が策定されたこともあり、当院では『シニアオレンジカフ

ェ』という名前をつけ、スタッフはオレンジ色のポロシャツや衣類を着ております。オレンジ色は認知症

支援のシンボルカラーです。 

 今回は 2 部構成となっており、前半は長谷川精神保健福祉士による講義「成年後見制度について」と、

後半は鈴木管理栄養士と古原栄養士、宮下作業療法士による寸劇「認知症高齢者を詐欺から守るために」

が行われました。前半は、聞いたことのある「成年後見制度」を分かりやすく説明しました。熱の入った

講義で、「後見」「補佐」「補助」の違いや、それぞれの立場で出来る支援、成年後見制度の利用のタイ

ミングなど、参加者だけでなく、スタッフも真剣に話を聞き、楽しみながら制度を理解することが出来ま

した。後半の寸劇では、かつらや衣装、メイク、小物にまでこだわった 3 名のスタッフが、おじいさん、

おばあさんに扮し、迫真の演技を見せてくれました。前半の講義で話された内容も組み込まれており、実

際の場面を想像して復習しながら聞くことで、しっかりと自分の知識にすることができました。参加者全

員の笑い声が聞かれ、楽しみながら学べる会となりました。終了時にはテーブルを囲み、医師や精神保健

福祉士などと直接意見交換が出来る時間となり、有意義な時間を過ごせました。 

次回からの予定は、2019 年 9 月 7 日（土）10：00～12：00 入院棟 1 階作業療法室で、心理士さん担

当の回です。事前申し込みはなく、当日受付で参加費 200 円（ワンドリンク・お菓子付き）となります。

ぜひ、お気軽にいらしてください。お待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シニアオレンジカフェ 作業療法士 川満 玲奈 



 

 

 

 

5 月 30 日（木）に世代間交流イベントとして、「ようこそ令和！平成 and 昭和クイズ」を行いました。

クイズの形式は○×、フリップ、並び替えの 3 つで出題し、チームは 6 つに分かれて行いました。  

最初に行った○×クイズの際は、2 つの選択肢しかない究極の選択の中で、正解数を競い合う各チーム

がしのぎを削りながら健闘したので、イベント開始から会場が盛り上がりました。 

フリップの形式の問題に入ると、難問が多かったにもかかわらず、クイズが進行する中で各チームの結

束力が高まり、ほぼ全てのチームが全問正解するという予想外な結果になりました。 

最後に、並び替え形式の問題に入ると優勝を争う全チームが少しでも正解数を上げ優勝に近づこうとす

る勢いで、会場のボルテージが Max になりました。 

集計が終わり、結果発表の時間に入ると自分のチームの結果を祈る参加メンバーで会場がざわつき初め

ました。各チームが接戦の中、見事優勝したのはチーム１でした。大歓声の中、チーム１のメンバーには

豪華景品が贈与されました。 

本イベントでは色々な年代の方達が自分のチームに少しでも貢献しようと、各メンバーの知識をフルパ

ワーに使った企画となったので、令和初の交流イベントとして新しい１歩を踏み出せたのではないのでし

ょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人昭和大学では、全施設一丸となって 

 節電対策に取り組んでおります。当院でもクール 

 ビズの一環として、下記期間に職員がポロシャツ 

 を着用いたします。 

節電対策および地球温暖化対策へのご理解・ 

 ご協力をお願いいたします。 

     

                   記 
 

  ２０１９年５月１日(水) ～ ９月３０日(月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 職員のポロシャツ着用について(お知らせ) 
 

 

 ようこそ令和！平成 and 昭和クイズ 

                              デイケア利用者 



 

 

5 月 25 日（土）に第２回研究成果報告会を烏山病院のデイケアにて開催しました。第１回は 2016 年で

すので３年ぶりということになります。昭和大学発達障害医療研究所では発達障害に関する研究を遂行し

ています。研究は発達障害の当事者あるいはご家族のご協力により成り立っており、その結果をフィード

バックすると共に、医師・研究者との交流や意見交換を行うことが本会の趣旨です。 

研究所から太田、橋本、藤野、中村が研究成果について報告いたしました。更に外部からも本会の趣旨

にご賛同いただき、丹治先生（山形県立こころの医療センター）、高椋先生（NTT コミュニケーション

科学基礎研究所）、白間先生（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所）にご発表いただきまし

た。 

当日は幸いにも 100 名近くの方に御聴講いただくことができました。質疑応答も活発で、鋭いご質問が

続き、我々も勉強になりました。当事者からの意見が研究の発展につながるのは発達障害研究の特徴とも

いえます。こういった研究をして欲しい、私はこういった症状で困っているなどのご意見が新たな発見に

繋がる可能性があります。 

また、「ピザパーティー」が本会に付随して行われたため、ピザ目当てで参加された方もいるようです。

全く問題ありません！もっとピザの

種類を増やして欲しい、実は寿司が食

べたいなどというご要望があればお

聞かせください。ご希望に添えるかは

お約束できませんが…。 

今後も定期的に（できれば来年）開

催いたします。第 3 回にも是非ご参加

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報委員会では、皆様のご意見ご感想をお待ちしております。 

連絡先は k-kouhou@ofc.showa-u.ac.jp 

≪5 月 ≫     入 院(前 月)   外 来(前 月) 

◆延 患 者 数   8, 883 (8,388)  6,123（6,181） 

◇一日平均患者数   286.5 (279.6)  278.3(257.5) 

◆診療実日数     31 (31)       22(23) 

 
 

 

【 編 集 後 記 】 

 梅雨入りし、突然大雨が降る日があったと思え

ば、急に日差しが強くなり、夏の暑さが早々に来

たような気温上昇もある今日この頃、皆様いかが

お過ごしでしょうか？日々の気候変動に身体が

ついていかず、何だかすっきりせず、疲れが溜ま

っていませんか？疲労は溜まるまではなかなか

自覚しにくいものです。そんな時は、自分なりの

リラックス法や気分転換があると少し気持ちに

余裕が持てるようになります。ちなみに私は食べ

ること＆寝ることで、意識的にエネルギーチャー

ジをしています。どうぞこの時期、ご自分の御身

体には甘く、厳しい残暑前の一時、疲れたら早に

休む対処をお忘れなくお過ごしください。  

 広報委員 武藤 
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総合サポートセンター 
 

   ～受診・入院のご相談～ 

 

受付：月曜日～土曜日・８時３０分～１７時 

電話：月曜日～金曜日０３－３３００－５３２９ 

   土 曜 日  ０３－３３００－５２３１ 

◎初診受付：月曜日～土曜日・８時３０分～１１時 

◎休診日 ：日祭日・本学創立記念日・年末年始 
 

 

 

 

 研 究 報 告 会   精神医学講座 太田 晴久 
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